
外来種被害防止行動計画（仮称）の骨子案 

 

 第１章 背景及び目標 

 ・外来生物の問題の背景及び現状 

 ・被害防止行動計画の目標 

第２章 基本的な考え方 

・国、地方公共団体、民間団体等の役割分担と多様な主体の連携 

のあり方 

・防除の優先度の考え方   

・非意図的に導入された外来種や国内由来の外来種の基本的 

な考え方 

第３章 具体的な行動計画 

（１）侵略的外来種リストの策定 

   目的、選定の基準や方法 

（２）保護地域における外来種対策 

   基本的考え方、国内由来の外来種も含めた国立公園な 

どの外来種対策 

（３）水際におけるモニタリング、予防、早期防除等の対策 

   基本的な考え方、非意図的に導入される外来種の侵入 

経路の把握と防止策の促進、水際の監視、早期防除 

（４）定着後の防除対策 

   基本的考え方、各主体との連携、広域的な防除の推進 

（５）遺伝的多様性の保全対策 

   基本的考え方、事例集による注意喚起 

（６）普及啓発の推進 

   予防３原則徹底、動物園、植物園、学校教育との連携 

（７）その他の対策 

   感染症対策の考え方、国際的な連携 

第４章 実施状況の点検と見直し 
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